
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
桟瓦本体に頭、尻、桟および衿が備えられるとともに、頭側の切り込みおよび尻側の切り
込みを有する桟瓦において、
頭側の切り込みに肉薄の差込片が桟瓦本体の裏面寄りに設けられ、
該差込片の外縁が頭側の切り込み内において衿側寄りの頭縁を延長させた頭側外縁部と、
頭側寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部と、前記した頭側外縁部と衿側外縁部との間の突
き合わせ縁部とからなり、
他方、尻側の切り込みに肉薄の被覆片が桟瓦本体の表面寄りに設けられ、
該被覆片の外縁が尻側の切り込み内において尻側寄りの桟縁を延長させた桟側外縁部と、
桟側寄りの尻縁を延長させた尻側外縁部と、前記した桟側外縁部と尻側外縁部との間の突
き合わせ縁部とからなることを特徴とする桟瓦。
【請求項２】
差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が被覆片の外縁にほぼ対応して設けられるととも
に、被覆片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が差込片の外縁にほぼ対応して設けられてな
ることを特徴とする請求項１記載の桟瓦。
【請求項３】
桟瓦本体に頭、尻、桟および衿が備えられるとともに、頭側の切り込みおよび尻側の切り
込みを有する桟瓦において、
頭側の切り込みに肉薄の差込片が桟瓦本体の裏面寄りに設けられ、
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該差込片の外縁が頭側の切り込み内において頭側寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部と、
衿側外縁部と衿側寄りの頭縁部との間の突き合わせ縁部とからなり、
他方、尻側の切り込みに肉薄の被覆片が桟瓦本体の表面寄りに設けられ、
該被覆片の外縁が尻側の切り込み内において尻側寄りの桟縁を延長させた桟側外縁部と、
桟側寄りの尻縁を延長させた尻側外縁部と、前記した桟側外縁部と尻側外縁部との間の突
き合わせ縁部とからなることを特徴とする桟瓦。
【請求項４】
差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が被覆片の外縁にほぼ対応して設けられるととも
に、被覆片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が差込片の外縁にほぼ対応して設けられてな
ることを特徴とする請求項３記載の桟瓦。
【請求項５】
桟瓦本体に頭、尻、桟および衿が備えられるとともに、頭側の切り込みおよび尻側の切り
込みを有する桟瓦において、
頭側の切り込みに肉薄の差込片が桟瓦本体の裏面寄りに設けられ、
該差込片の外縁が頭側の切り込み内において頭側寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部と、
衿側外縁部と衿側寄りの頭縁部との間の突き合わせ縁部とからなり、
他方、尻側の切り込みに肉薄の被覆片が桟瓦本体の表面寄りに設けられ、
該被覆片の外縁が尻側の切り込み内において桟側寄りの尻縁を延長させた尻側外縁部と、
尻側外縁部と尻側寄りの桟縁部との間の突き合わせ縁部とからなることを特徴とする桟瓦
。
【請求項６】
差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が被覆片の外縁にほぼ対応して設けられるととも
に、被覆片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が差込片の外縁にほぼ対応して設けられてな
ることを特徴とする請求項５記載の桟瓦。
【請求項７】
桟瓦本体に頭、尻、桟および衿が備えられるとともに、頭側の切り込みおよび尻側の切り
込みを有する桟瓦において、
頭側の切り込みに肉薄の差込片が桟瓦本体の裏面寄りに設けられ、
該差込片の外縁が頭側の切り込み内において衿側寄りの頭縁を延長させた頭側外縁部と、
頭側寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部と、前記した頭側外縁部と衿側外縁部との間の突
き合わせ縁部とからなり、
他方、尻側の切り込みに肉薄の被覆片が桟瓦本体の表面寄りに設けられ、
該被覆片の外縁が尻側の切り込み内において桟側寄りの尻縁を延長させた尻側外縁部と、
尻側外縁部と尻側寄りの桟縁部との間の突き合わせ縁部とからなること特徴とする桟瓦。
【請求項８】
差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が被覆片の外縁にほぼ対応して設けられるととも
に、被覆片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が差込片の外縁にほぼ対応して設けられてな
ることを特徴とする請求項７記載の桟瓦。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、桟瓦に関する。
さらに詳しくいえば、桟瓦１枚当たりの有効活用面積を広くし、併せて雨水の漏水の抑制
を可能とする桟瓦に関する。
【０００２】
【従来の技術】
屋根に使用される数多い種類の瓦の中でも桟瓦はとりわけ使用数が多い。
したがって、瓦屋根の総重量は桟瓦により大きく影響を受けることはいうまでもない。
【０００３】
瓦屋根の機能を損なうことなく、瓦屋根の総重量を軽減することは予てこの業界に要請さ

10

20

30

40

50

(2) JP 3552009 B2 2004.8.11



れているものの、伝統的な桟瓦については未だ問題が少なくない。
【０００４】
また、頭側の切り込みと尻側の切り込みの嵌合部からとりわけ風雨の激しい場合に雨水が
浸入し、桟瓦の下方に敷設された野地材などを損傷させることが少なくないという問題が
あった。
【０００５】
この種の一般的な従来例を図１７ないし図２０を参照して具体的に説明する。和形桟瓦Ｗ
（日本工業規格Ａ５２０８〔平成８年１１月改正前〕では「和形桟がわら」と称されてい
るが、この明細書では以下単に「桟瓦」と称し、断りのない限り単に符号を「Ｗ」と表示
する）は、図１８に示されるように山と谷が設けられ、断面が略波形状に形成されている
。
【０００６】
そして、桟瓦Ｗは一般的に、山側の端寄りが桟、谷側の端寄りが衿または差込み、また屋
根に葺いた際の軒側に位置する端寄りが頭、棟側の端寄りが尻と称されているから、以下
これらの用語に基づいて従来例およびこの発明の桟瓦Ｗを説明する。
また、この明細書において、用語「頭縁」、「尻縁」、「桟縁」および「衿縁」とは、そ
れぞれの端を観念するものであり、断りのない限り前記した観念で使用する。
【０００７】
桟瓦Ｗを屋根に葺く際に、隣接する瓦Ｗを相互に連結するため、頭と衿によって形成され
る隅部と尻と桟とによって形成される隅部にそれぞれ方形状の頭側の切り込みＸと尻側の
切り込みＹが形成されることは知られるとおりである（図１７および図１８を参照）。
【０００８】
そして、頭側の切り込みＸが設けられることにより、頭側の切り込みＸの内側には、桟瓦
Ｗの長さ方向（頭側から尻側に至る方向をいう）に縦辺Ｘｖが、幅方向（桟側から衿側に
至る方向をいう）に幅辺Ｘｈが形成される（図１８を参照）。
また、尻側の切り込みＹの内側には、桟瓦Ｗの長さ方向に縦辺Ｙｖが、幅方向に幅片Ｙｈ
が形成される（図１８を参照）。
【０００９】
そして、これらの桟瓦Ｗは図１９に示されるように、少なくとも４枚が葺かれることによ
り、最小１単位の瓦屋根が構成されることも知られるとおりである。
【００１０】
そこで、４枚１単位とする桟瓦Ｗによる屋根葺きについて説明すると、第１の桟瓦Ｗａの
衿側に、第２の桟瓦Ｗｂの桟側が重ねられ、第１の桟瓦Ｗａの尻側に第３の桟瓦Ｗｃの頭
側が重ねられるとともに、第２の桟瓦Ｗｂの尻側の切り込みＹｂと第３の桟瓦Ｗｃの頭側
の切り込みＸｃが両切り込みＹｂ、Ｘｃ間に間隙を生ずることのないように互いに嵌合さ
れ、第４の桟瓦Ｗｄの桟側が第３の桟瓦Ｗｃの衿側に重ねられるとともに、第４の桟瓦Ｗ
ｄの頭側が第２の桟瓦Ｗｂの尻側に重ねられることにより伝統的な屋根葺きが行われてい
る（図１９を参照）。
【００１１】
かくして、第１の桟瓦Ｗａの衿側と第２の桟瓦Ｗｂの桟側の重なりにより、桟と衿とによ
る重ね部Ｓｍが形成される。
この重ね部Ｓｍの幅は前記した幅辺Ｘｈまたは幅辺Ｙｈに相当し、また重ね部Ｓｍの長さ
は桟瓦Ｗの長さから前記した縦辺Ｘｖ、Ｙｖを差し引いた長さに相当し、第３の桟瓦Ｗｃ
と第４の桟瓦Ｗｄとの桟と衿によっても同じように重ね部Ｓｍが形成される（図１９を参
照）。
【００１２】
他方、第１の桟瓦Ｗａの尻側と第３の桟瓦Ｗｃの頭側の重なりにより、頭と尻による重ね
部Ｓｎが形成される。
この重ね部Ｓｎの幅は桟瓦Ｗの幅と同一であり、また重ね部Ｓｎの長さは両者の切り込み
Ｘｃ、Ｙｂが互いに噛み合うことにより形成されるから、縦辺ＸｖとＹｖを加算した長さ
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に相当し、この重ね部Ｓｎの面積は、桟瓦Ｗの幅と縦辺ＸｖとＹｖを加算した長さから算
出される（図１９を参照）。
【００１３】
この場合、第３の桟瓦Ｗｃの頭側の切り込みＸｃと第２の桟瓦Ｗｂの尻側の切り込みＹｂ
は互いに対応するように形成されているから、両者の切り込みＸｃ、Ｙｂが互いに嵌合さ
れることにより両桟瓦Ｗｂ、Ｗｃを妄動させないようにしていることは知られるとおりで
ある。
【００１４】
この点についてさらに詳しく説明すると、第３の桟瓦Ｗｃの頭側の切り込みＸｃの幅辺Ｘ
ｈと第２の桟瓦Ｗｂの尻側の切り込みＹｂの幅片Ｙｈが互いに当接される。
【００１５】
したがって、第３の桟瓦Ｗｃの頭縁は、第２の桟瓦Ｗｂの尻側の切り込みＹｂの位置より
も第１の桟瓦Ｗａの頭側に臨んでいる。
そして、第３の桟瓦Ｗｃの頭縁と第２の桟瓦Ｗｂの尻側の切り込みＹｂの幅辺Ｙｈとの距
離は第３の桟瓦Ｗｃの頭側の切り込みＸｃの縦辺Ｘｖにほぼ等しく設定される。
【００１６】
一方、第２の桟瓦Ｗｂの尻縁は、第３の桟瓦Ｗｃの頭側の切り込みＸｃの位置よりも第４
の桟瓦Ｗｄの尻側に臨んでいる。
そして、第２の桟瓦Ｗｂの尻縁と第３の桟瓦Ｗｃの頭側の切り込みＸｃの幅辺Ｘｈとの距
離は第２の桟瓦Ｗｂの尻側の切り込みＹｂの縦辺Ｙｖにほぼ等しく設定される。
【００１７】
このようにして屋根葺きされた４枚の桟瓦Ｗａ、Ｗｂ、Ｗｃ、Ｗｄが、瓦屋根を構成する
最小単位となり、この最小単位の瓦屋根が連続的に設けられることにより家屋などの瓦屋
根が得られる。
【００１８】
したがって、第１の桟瓦Ｗａの尻側に第３の桟瓦Ｗｃの頭側が重ねられるとともに、第２
の桟瓦Ｗｂの尻側の切り込みＹｂと第３の桟瓦Ｗｃの頭側の切り込みＸｃが噛み合うよう
に嵌合され、また、第２の桟瓦Ｗｂの衿側に第４の桟瓦Ｗｄの桟側を重ねることにより、
桟瓦Ｗの妄動を抑制でき、切り込みＹｂ、Ｘｃに間隙を生ずることが少ないので雨水の浸
入を抑制できる点で所期の目的を達成できた。
【００１９】
しかし、これらの両重ね部Ｓｍ、Ｓｎの面積が小さいほど桟瓦Ｗ１枚当たりの有効活用面
積の増加を図ることができるにもかかわらず、２種類の重ね部Ｓｍ、Ｓｎにより、重ねら
れる面積の占める割合が比較的大きくなることは止むを得ないものとされ、桟瓦Ｗ１枚当
たりの有効活用面積に制約を受けているのが実情である。
【００２０】
その上、頭側の切り込みＸと尻側の切り込みＹの嵌合部上には、第４の桟瓦Ｗｄが重ねら
れ、かつ第１の桟瓦Ｗａの尻と衿の隅部が嵌合部の下方に存在しているものの、切り込み
Ｘ、Ｙを形成する幅辺Ｘｈ、Ｙｈおよび縦辺Ｘｖ、Ｙｖが互いに当接されるに止まるから
、これらの当接部によって生ずる間隙は一般的に小さいとはいえ依然として残存すること
を回避できず、風雨が激しい場合には、とりわけ、その残存する間隙を通じて風雨が第１
の桟瓦Ｗａの尻と衿の隅部寄りを越えて第３の桟瓦Ｗｃの下方に敷設された野地材Ｎ側へ
浸入するおそれが少なくなかった（図２０を参照）。
【００２１】
上記の問題点についてさらに言及すると、第１の桟瓦Ｗａと第２の桟瓦Ｗｂの頭側を整然
と統一させ、同様に第３の桟瓦Ｗｃと第４の桟瓦Ｗｄの頭側を揃えることが要請されるが
、この場合、第３の桟瓦Ｗｃの頭側の切り込みＸｃと第２の桟瓦Ｗｂの尻側の切り込みＹ
ｂを嵌合させ、第２の桟瓦Ｗｂの尻側に第４の桟瓦Ｗｄの頭側を重ねるとともに第３の桟
瓦Ｗｃの衿側に第４の桟瓦Ｗｂの桟側を重ねなければならない。
【００２２】
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したがって、必然的に第１の桟瓦Ｗａと第３の桟瓦Ｗｃの尻と頭による重ね部Ｓｎの長さ
（頭側から尻側に向かう方向の長さ）は、前記したとおり第３の桟瓦Ｗｃの頭側の切り込
みＸｃの縦辺Ｘｖと第２の桟瓦Ｗｂの尻側の切り込みＹｂの縦辺Ｙｖを加算した長さにほ
ぼ等しくなる。
【００２３】
このことは、桟瓦Ｗの全面積に対して頭と尻による重ね部Ｓｎの占める面積が増大するこ
とになり、桟と衿による重ね部Ｓｍの面積と相待って単位面積当たりに必要な桟瓦Ｗの枚
数（たとえば３．３平方メ－トル当たりの葺き枚数）が増加する結果、家屋に対する荷重
が大きくなり、瓦屋根の荷重に抗する家屋の構造が必要になるという問題を生じていた。
【００２４】
他の例として実公平７－１４５１９号公報の第７図には、頭側の切り込みの裏面寄りに肉
薄の略三角形の段落部８が設けられ、他方、尻側の切り込みの表面寄りに前記した段落部
８に対応した薄肉の略三角部分５が形成された桟瓦が記載され、隣接する桟瓦の前記した
三角部分５の裏面に段落部８が差し込まれることにより、切り込みの嵌合部分における雨
水の浸入の抑制を図るようにしている。
【００２５】
しかし、この例では、切り込みの嵌合部分における雨水の浸入の抑制を図ることができる
としても、屋根葺きにおける桟瓦の有効活用面積の増加を図り、もって瓦屋根の重量軽減
を図ることについては一切言及されていない。
【００２６】
そこで、前記した問題点の解決のため、本願出願人は、先に平成８年特許願第１８１１６
８号の特許出願をしたので、その発明を開示すると、頭と衿によって形成される隅部に略
方形の差込片が裏面寄りに設けられ、尻と桟によって形成される隅部に前記の差込片に対
応した被覆片が表面寄りに設けられてなる桟瓦である。
【００２７】
そして、その桟瓦が少なくとも４枚設けられ、第１の桟瓦の衿側に第２の桟瓦の桟側が重
ねられ、第１の桟瓦の尻側に第３の桟瓦の頭側が重ねられるとともに、第２の桟瓦の被覆
片の下方に第３の桟瓦の差込片が差し込まれ、第２の桟瓦の尻側に第４の桟瓦の頭側が重
ねられ、第３の桟瓦の衿側に第４の桟瓦の桟側が重ねられてなることにより、頭と尻とに
よる重ね部における頭側から尻側に至る面積を従来に比較して、差込片または被覆片の長
さに等しい分の長さと桟瓦の幅に乗じて算出される面積分だけ少なくでき、桟瓦の長さ方
向における有効活用面積の増加を図ることにより、瓦屋根の単位面積に必要な桟瓦数の減
少化を図ることができるようにしたから、よって瓦屋根の軽量化に寄与するなどの構成お
よび作用効果が記載されている。
【００２８】
したがって、従来の伝統的な桟瓦Ｗや実公平７－１４５１９号公報記載の考案による桟瓦
に比較して１枚当たりの桟瓦の有効活用面積の増加を可能にした点や切り込みによる嵌合
部からの雨水の浸入を抑制できる点で評価できる。
【００２９】
しかし、頭側の切り込みにその全面積を埋めるようにした略方形の肉薄の差込片が、また
、尻側の切り込みにその全面積を埋めるようにした略方形の肉薄の被覆片が設けられ、差
込片と被覆片の外側端が切り込みの最大面積を占めて形成されているため（略方形である
）、これらが肉薄に形成されていることと相俟って、この桟瓦の生産工程や流通過程にお
いて、差込片と被覆片の外側縁がとりわけ損傷を受け易いという問題点があった。
成形から焼成に至る間の工程において搬送による物理的な損傷を受けるほか、とりわけ、
乾燥工程や焼成工程の熱的操作を要因として差込片と被覆片の外側端が変形するおそれが
あった。
【００３０】
更に、差込片と桟瓦本体との境界を形成する内縁や被覆片と桟瓦本体との境界を形成する
内縁がそれぞれ直角に形成されているため、内縁の直角部分から乾燥工程や焼成工程の熱
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的操作を要因とする亀裂が発生するおそれがあった。
【００３１】
【発明が解決しようとする課題】
この発明が解決しようとする課題は、従来の桟瓦にあっては、屋根葺きにおいて桟瓦の１
枚当たりの有効活用面積に制約を受け、その活用面積が減少する結果、瓦屋根の重量増加
を回避できないほか、差込片や被覆片が生産工程において損傷を受けることや変形が発生
するおそれがある点などである。
この発明の目的は、桟瓦の屋根葺きにおける有効活用面積を図り、瓦屋根の重量軽減に寄
与することと併せて生産工程における差込片と被覆片の損傷や変形を抑制することにある
。
【００３２】
さらにこの発明の他の目的は、差込片と桟瓦本体との境界である内縁や被覆片と桟瓦本体
との境界である内縁に生産工程時に発生し勝ちな亀裂を抑制することにある。
【００３３】
【課題を解決するための手段及び作用効果】
請求項１記載の発明の桟瓦は、桟瓦本体に頭、尻、桟および衿が備えられるとともに、頭
側の切り込みおよび尻側の切り込みを有する桟瓦において、頭側の切り込みに肉薄の差込
片が桟瓦本体の裏面寄りに設けられ、該差込片の外縁が頭側の切り込み内において衿側寄
りの頭縁を延長させた頭側外縁部と、頭側寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部と、前記し
た頭側外縁部と衿側外縁部との間の突き合わせ縁部とからなり、他方、尻側の切り込みに
肉薄の被覆片が桟瓦本体の表面寄りに設けられ、該被覆片の外縁が尻側の切り込み内にお
いて尻側寄りの桟縁を延長させた桟側外縁部と、桟側寄りの尻縁を延長させた尻側外縁部
と、前記した桟側外縁部と尻側外縁部との間の突き合わせ縁部とからなることを特徴とす
るものである。
【００３４】
請求項２記載の発明の桟瓦は、請求項１の桟瓦において、
差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が被覆片の外縁にほぼ対応して設けられるととも
に、被覆片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が差込片の外縁にほぼ対応して設けられてな
ることを特徴とするものである。
【００３５】
請求項３記載の発明の桟瓦は、桟瓦本体に頭、尻、桟および衿が備えられるとともに、頭
側の切り込みおよび尻側の切り込みを有する桟瓦において、
頭側の切り込みに肉薄の差込片が桟瓦本体の裏面寄りに設けられ、
該差込片の外縁が頭側の切り込み内において頭側寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部と、
衿側外縁部と衿側寄りの頭縁部との間の突き合わせ縁部とからなり、
他方、尻側の切り込みに肉薄の被覆片が桟瓦本体の表面寄りに設けられ、
該被覆片の外縁が尻側の切り込み内において尻側寄りの桟縁を延長させた桟側外縁部と、
桟側寄りの尻縁を延長させた尻側外縁部と、前記した桟側外縁部と尻側外縁部との間の突
き合わせ縁部とからなることを特徴とするものである。
【００３６】
請求項４記載の発明の桟瓦は、請求項３の桟瓦において、
差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が被覆片の外縁にほぼ対応して設けられるととも
に、被覆片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が差込片の外縁にほぼ対応して設けられてな
ることを特徴とするものである。
【００３７】
請求項５記載の発明の桟瓦は、桟瓦本体に頭、尻、桟および衿が備えられるとともに、頭
側の切り込みおよび尻側の切り込みを有する桟瓦において、
頭側の切り込みに肉薄の差込片が桟瓦本体の裏面寄りに設けられ、
該差込片の外縁が頭側の切り込み内において頭側寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部と、
衿側外縁部と衿側寄りの頭縁部との間の突き合わせ縁部とからなり、
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他方、尻側の切り込みに肉薄の被覆片が桟瓦本体の表面寄りに設けられ、
該被覆片の外縁が尻側の切り込み内において桟側寄りの尻縁を延長させた尻側外縁部と、
尻側外縁部と尻側寄りの桟縁部との間の突き合わせ縁部とからなることを特徴とするもの
である。
【００３８】
請求項６記載の発明の桟瓦は、請求項５の桟瓦において、
差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が被覆片の外縁にほぼ対応して設けられるととも
に、被覆片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が差込片の外縁にほぼ対応して設けられてな
ることを特徴とするものである。
【００３９】
請求項７記載の発明の桟瓦は、桟瓦本体に頭、尻、桟および衿が備えられるとともに、頭
側の切り込みおよび尻側の切り込みを有する桟瓦において、
頭側の切り込みに肉薄の差込片が桟瓦本体の裏面寄りに設けられ、
該差込片の外縁が頭側の切り込み内において衿側寄りの頭縁を延長させた頭側外縁部と、
頭側寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部と、前記した頭側外縁部と衿側外縁部との間の突
き合わせ縁部とからなり、
他方、尻側の切り込みに肉薄の被覆片が桟瓦本体の表面寄りに設けられ、
該被覆片の外縁が尻側の切り込み内において桟側寄りの尻縁を延長させた尻側外縁部と、
尻側外縁部と尻側寄りの桟縁部との間の突き合わせ縁部とからなること特徴とするもので
ある。
【００４０】
請求項８記載の発明の桟瓦は、請求項７の桟瓦において、
差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が被覆片の外縁にほぼ対応して設けられるととも
に、被覆片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が差込片の外縁にほぼ対応して設けられてな
ることを特徴とするものである。
【００４１】
ここで、差込片の外縁が頭側の切り込み内において頭側外縁部と、衿側外縁部と、頭側外
縁部と衿側外縁部との間の突き合わせ縁部とからなるとは、先願（平成８年特許願第１８
１１６８号）の発明では、差込片の外縁が頭側外縁部と衿側外縁部の延長線とこれらの延
長線の交点により切り込みの全面積を占めて略方形を呈していたものを、本願発明はこれ
らの両延長線の外側端を結ぶようにして形成され、少なくとも前記した交点のない構成を
いう。
【００４２】
また、被覆片の外縁が尻側外縁部と、桟側外縁部と、尻側の切り込み内であって、尻側外
縁部と桟側外縁部との間の突き合わせ縁部とからなるとは、先願（平成８年特許願第１８
１１６８号）の発明では、被覆片の外縁が頭側外縁部と衿側外縁部との延長線のこれらの
延長線の交点により切り込みの全面積を占めて略方形を呈していたものを、本願発明はこ
れらの両延長線の外側端を結ぶようにして形成され、少なくとも前記した交点のない構成
をいう。
【００４３】
ここで、差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が被覆片の外縁にほぼ対応し、被覆片と
桟瓦本体の境界を形成する内縁が差込片の外縁にほぼ対応して設けられてなるとは、桟瓦
の屋根葺き時に桟瓦の尻側の切り込み内に設けられた被覆片の下方へ別の桟瓦の差込片を
差し込んだ際に、前記した差込片の内縁と被覆片の外縁が互いに間隙を少なくして向き合
うことにより、これらの桟瓦がこれらの差込片と被覆片により互いに妄動することなく、
先願の切り込みの内側には直角部分が残存していたものをこの発明では、直角部分をなく
した内縁を形成することにより、桟瓦本体に向けて発生し勝ちな亀裂を抑制できるように
してなるものである。
【００４４】
この発明の請求項１記載の桟瓦は、上記のように構成されているから、４枚の桟瓦を最少
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単位の瓦屋根の構成としたとき、第１の桟瓦の衿側に第２の桟瓦の桟側を重ね、第３の桟
瓦の頭側を第１の桟瓦の尻側に重ねるとともに、第２の桟瓦の被覆片の下方に第３の桟瓦
の差込片を差し込み、第２の桟瓦の尻側に第４の桟瓦の頭側を重ね、第３の桟瓦の衿側に
第４の桟瓦の桟側を重ねることにより、桟と衿によって形成される重ね部の面積について
は従来例と変化しない。
【００４５】
しかし、この発明では、頭側の差込片を尻側の被覆片の下方へ単に差し込むことにより重
ねられ、従来のように両切り込みを噛み合うように嵌合させることがないから、桟瓦の頭
と尻によって形成された重ね部の面積を従来例に比較して半減できる（図１１を参照）。
【００４６】
よって、桟瓦の長さ方向に活用できる面積の増加に寄与できる。
したがって、瓦屋根の単位面積に必要な桟瓦数の減少化を図ることができ、桟瓦の使用数
の軽減化を図ることができることのほか、桟瓦の生産工程において差込片や被覆片の外縁
に、成形から焼成に至る搬送中に発生し勝ちな物理的な損傷や、乾燥工程や焼成工程の熱
的操作を要因とする変形を抑制することができる。
【００４７】
この発明の請求項２記載の桟瓦は、前記のように構成されているから、請求項１記載の桟
瓦の奏する作用効果のほかに、差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が被覆片の外縁に
ほぼ対応して設けられるとともに、被覆片と桟瓦本体の境界を形成する内縁が差込片の外
縁にほぼ対応して設けられてなるから、桟瓦の屋根葺きに隣接する桟瓦の尻側の被覆片の
下方へ別の桟瓦の差込片を差し込んだ際に、これらの差込片と被覆片により桟瓦の妄動を
抑制でき安定性を図ることができる。
【００４８】
また、差込片と被覆片の内縁はそれぞれの外縁にほぼ対応して設けられることにより、内
縁に直角部分が存在しないので桟瓦の生産工程における乾燥や焼成による内縁の直角部分
からの亀裂を生じないようにできる。
【００４９】
この発明の請求項３記載の桟瓦は、前記のように構成されているから、請求項１記載の桟
瓦の奏する作用効果のほかに、差込片の外縁が衿側外縁部と衿側寄りの頭縁部との間の突
き合わせ縁部とからなり、頭側外縁部がないので差込片の頭縁寄りが、成形から焼成に至
る搬送中に発生し勝ちな物理的な損傷や、乾燥工程や焼成工程の熱的操作を要因とする変
形を一層抑制することができる。
【００５０】
この発明の請求項４記載の桟瓦は、前記のように構成されているから、請求項１および２
記載の桟瓦の奏する作用効果のほかに、請求項３記載のように、頭側外縁部がないので差
込片の頭縁寄りが、成形から焼成に至る搬送中に発生し勝ちな物理的な損傷や、乾燥工程
や焼成工程の熱的操作を要因とする変形を一層抑制することができる。
【００５１】
この発明の請求項５記載の桟瓦は、前記のように構成されているから、請求項１および３
記載の桟瓦の奏する作用効果のほか、被覆片の外縁が尻側外縁部と尻側寄りの桟縁部との
間の突き合わせ縁部とからなり、桟側外縁部がないので被覆片の桟縁寄りが、成形から焼
成に至る搬送中に発生し勝ちな物理的な損傷や、乾燥工程や焼成工程の熱的操作を要因と
する変形を一層抑制することができる。
【００５２】
この発明の請求項６記載の桟瓦は、前記のように構成されているから、請求項１、２、３
および４記載の桟瓦の奏する作用効果のほか、請求項５記載のように、桟側外縁部がない
ので被覆片の桟縁寄りが、成形から焼成に至る搬送中に発生し勝ちな物理的な損傷や、乾
燥工程や焼成工程の熱的操作を要因とする変形を一層抑制することができる。
【００５３】
この発明の請求項７記載の桟瓦は、前記のように構成されているから、請求項１記載の桟
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瓦の奏する作用効果のほか、請求項５、６記載のように、桟側外縁部がないので被覆片の
桟縁寄りが、成形から焼成に至る搬送中に発生し勝ちな物理的な損傷や、乾燥工程や焼成
工程の熱的操作を要因とする変形を一層抑制することができる。
【００５４】
この発明の請求項８記載の桟瓦は、前記のように構成されているから、請求項１および２
記載の桟瓦の奏する作用効果のほか、請求項５、６および７記載のように、桟側外縁部が
ないので被覆片の桟縁寄りが、成形から焼成に至る搬送中に発生し勝ちな物理的な損傷や
、乾燥工程や焼成工程の熱的操作を要因とする変形を一層抑制することができる。
【００５５】
前記した請求項１ないし８記載の発明の構成の概略を表したものが次の「表１」である。
【００５６】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５７】
「表１」に示した発明の構成、差込片の外縁、被覆片の外縁および内縁の特定を表した符
号の説明は、次のとおりである。
Ａ　切り込みのある桟瓦の基本要素（３０、Ｘ、Ｙ）
Ｂ　差込片（２８）
Ｃ　差込片の外縁（３２）
頭側外縁部（３２ａ）
衿側外縁部（３２ｂ）
突き合わせ縁部（３２ｃ）
Ｄ　被覆片（４０）
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Ｅ　被覆片の外縁（４２）
尻側外縁部（４２ａ）
桟側外縁部（４２ｂ）
突き合わせ縁部（４２ｃ）
Ｆ　桟瓦
Ｇ　差込片の外縁（３２）
衿側外縁部（３２ｂ）
突き合わせ縁部（３２ｃ）
Ｉ　被覆片の外縁（４２）
尻側外縁部（４２ａ）
突き合わせ縁部（４２ｃ）
Ｈ　差込片と被覆片の内縁（４４、４６）
【００５８】
【発明の実施の形態】
この発明の実施の形態に係る桟瓦の組み合わせ構造を図面を参照して説明する。
図１は発明の実施の形態その１の概略を示す桟瓦の頭側の差込片と尻側の被覆片の要部拡
大平面図、図２はその２の同要部拡大平面図、図３はその３の同要部拡大平面図、図４は
その４の同要部拡大平面図、図５はその５の同要部拡大平面図、図６はその６の同要部拡
大平面図、図７はその７の同要部拡大平面図、図８はその８の同要部拡大平面図、図９は
実施例に係る桟瓦の表面斜視図、図１０はその裏面斜視図、図１１は４枚の桟瓦による瓦
屋根の組み合わせ構造を示す平面図、図１２は図９の差込片付近の要部拡大平面図、図１
３は図１０の被覆片付近の要部拡大平面図、図１４は図１１における矢印Ｐ－Ｐ線の縦断
面図、図１５は図１１における矢印Ｑ－Ｑ線の縦断面図、図１６は表２における実施例の
桟瓦の各寸法を示す参考図、図１７は表２における従来品の桟瓦の各寸法を示す参考図、
図１８は従来例の桟瓦の表面斜視図、図１９は従来例の桟瓦４枚による瓦屋根の組み合わ
せ構造を示す平面図、図２０は図１９における矢印Ｖ－Ｖ線の縦断面図である。
【００５９】
図１ないし図８を参照して、この発明の実施の形態の８種類を説明する。
その１は、図示を省略してあるが、少なくとも桟瓦本体に頭、尻、桟および衿が備えられ
るとともに、頭側の切り込みおよび尻側の切り込みを有する桟瓦である。
【００６０】
これらの構成は、以下に説明するこの発明の８種類の実施の形態において、共通する構成
である。
また、以下の８種類の発明の実施の形態や実施例について言及しない構成は、断りのない
限り共通する構成であり、その説明を援用する。
【００６１】
頭側の切り込みに肉薄の差込片２８が桟瓦本体の裏面寄りに設けられている。差込片２８
の外縁３２が頭側の切り込み内において衿側寄りの頭縁を延長させた頭側外縁部３２ａと
、頭側寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部３２ｂと、前記した頭側外縁部３２ａと衿側外
縁部３２ｂとの間の突き合わせ縁部３２ｃとから構成されている。
【００６２】
したがって、前記した先願の発明と比較してこの実施の形態の差込片２８の外縁３２は、
頭側外縁部３２ａと衿側外縁部３２ｂとの間の突き合わせ縁部３２ｃとから構成され、交
点のないものである。
【００６３】
他方、尻側の切り込みに肉薄の被覆片４０が桟瓦本体の表面寄りに設けられている。
被覆片４０の外縁４２が尻側の切り込みＹ内において桟側寄りの尻縁を延長させた尻側外
縁部４２ａと、尻側寄りの桟縁を延長させた桟側外縁部４２ｂと前記した尻側外縁部４２
ａと桟側外縁部４２ｂとの間の突き合わせ縁部４２ｃとから構成されている。
したがって、前記した先願の発明と比較してこの実施の形態の被覆片４０の外縁４２は、
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前記した桟側外縁部４２ｂと尻側外縁部３２ａとの間の突き合わせ縁部４２ｃとから構成
され、交点のないものである（図１を参照）。
【００６４】
その２は、その１の構成と共通の構成を有するほかに、差込片２８と桟瓦本体の境界を形
成する内縁４４が被覆片４０の外縁４２にほぼ対応して設けられるとともに、被覆片４０
と桟瓦本体の境界を形成する内縁４６が差込片２８の外縁３２にほぼ対応して設けられて
なるものである（図２を参照）。
【００６５】
その３は、差込片２８の外縁３２が頭側の切り込み内において頭側寄りの衿縁を延長させ
た衿側外縁部３２ｂと、その衿側外縁部３２ｂと衿側寄りの頭縁部３２ｄとの間の突き合
わせ縁部３２ｃとからなるものである。
他方、被覆片４０の外縁４２が尻側の切り込み内において尻側寄りの桟縁を延長させた桟
側外縁部４２ｂと、桟側寄りの尻縁を延長させた尻側外縁部４２ａと、前記した桟側外縁
部４２ｂと尻側外縁部４２ａとの間の突き合わせ縁部４２ｃとからなるものである（図３
を参照）。
【００６６】
その４は、その３の構成と共通の構成を有するほかに、差込片２８と桟瓦本体の境界を形
成する内縁４４が被覆片４０の外縁４２にほぼ対応して設けられるとともに、被覆片４０
と桟瓦本体の境界を形成する内縁４６が差込片２８の外縁３２にほぼ対応して設けられて
なるものである（図４を参照）。
【００６７】
その５は、差込片２８の外縁３２が頭側の切り込み内において頭側寄りの衿縁を延長させ
た衿側外縁部３２ｂと、その衿側外縁部３２ｂと衿側寄りの頭縁部３２ｄとの間の突き合
わせ縁部３２ｃとからなるものである。
他方、被覆片４０の外縁４２が尻側の切り込み内において桟側寄りの尻縁を延長させた尻
側外縁部４２ａと、その尻側外縁部４２ａと尻側寄りの桟縁部４２ｄとの間の突き合わせ
縁部４２ｃとからなるものである（図５を参照）。
【００６８】
その６は、その５の構成と共通の構成を有するほかに、差込片２８と桟瓦本体の境界を形
成する内縁４４が被覆片４０の外縁４２にほぼ対応して設けられるとともに、被覆片４０
と桟瓦本体の境界を形成する内縁４６が差込片２８の外縁３２にほぼ対応して設けられて
なるものである（図６を参照）。
【００６９】
その７は、差込片２８の外縁３２が頭側の切り込み内において衿側寄りの頭縁を延長させ
た頭側外縁部３２ａと、頭側寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部３２ｂと、前記した頭側
外縁部３２ａと衿側外縁部３２ｂとの間の突き合わせ縁部３２ｃとからなるものである。
他方、被覆片４０の外縁４２が尻側の切り込み内において桟側寄りの尻縁を延長させた尻
側外縁部４２ａと、その尻側外縁部４２ａと尻側寄りの桟縁部４２ｄとの間の突き合わせ
縁部４２ｃとからなるものである（図７を参照）。
【００７０】
その８は、その７の構成と共通の構成を有するほかに、差込片２８と桟瓦本体の境界を形
成する内縁４４が被覆片４０の外縁４２にほぼ対応して設けられるとともに、被覆片４０
と桟瓦本体の境界を形成する内縁４６が差込片２８の外縁３２にほぼ対応して設けられて
なるものである（図８を参照）。
【００７１】
【実施例】
この発明の実施例に係る桟瓦１０の構成を図９、図１０を参照して説明すると、知られて
いるように山１４と谷１６が設けられている。
この実施例の桟瓦１０は、ＪＩＳ規格に示されるように谷１６の深さが３５ｍｍ以上に設
けられている例である。
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【００７２】
尻の表面に水返しのための突条１８、１９が衿から山１４にかけて２本設けられている。
そして、尻縁の突条１８の一部には外側を開放した凹部２０が２個設けられ、衿の表面に
、尻から頭に向けて水返しのために突条２２が設けられている（図９を参照）。
【００７３】
また、衿の表面の突条２２の谷１６側であって、突条２２と平行になるように、尻から頭
に向けて別の突条２３が設けられている。
この突条２３は水返しの目的のほかに、この桟瓦１０の衿側に重ねられる別の桟瓦１０の
桟縁の位置決めと幅方向の妄動の抑制を図ることを意図しているものである（図９を参照
）。
【００７４】
他方、図１０を参照して明らかなように、頭の裏面に水返しのための突条２４、２５が衿
から桟に向けて２本設けられている。
これらの突条２４、２５は、この桟瓦１０の頭側を別の桟瓦１０の尻側に重ねたとき、こ
の２本の突条２４、２５の間に、先に説明した別の桟瓦１０の尻寄りの表面に設けられた
突条１９が配置されることにより雨水の浸入防止のほか、長さ方向の妄動抑制を図ってい
るものである。
【００７５】
さらに、桟の裏面の頭から尻に向けて突条２６が設けられている。
また、尻側の裏面に一対の尻剣２７、２７が設けられ、尻剣２７の傍らに小さな突起２９
が設けられている。
【００７６】
そこで、引続き、この発明の桟瓦１０の特徴について説明すると、略方形の頭側の切り込
みＸに肉薄状であって、かつ差込片２８が桟瓦本体３０の裏面寄りに設けられている（図
９、図１１および図１２を参照）。
この差込片２８の肉厚は一般的には桟瓦本体３０の肉厚の２分の１程度が適当であり、差
込片２８の底面は桟瓦本体３０の裏面と同一面を形成している。
【００７７】
そして、この差込片２８の外縁３２は、頭側の切り込みＸ内において衿縁寄りの頭縁を延
長させた頭側外縁部３２ａと、頭縁寄りの衿縁を延長させた衿側外縁部３２ｂと、さらに
前記した頭側外縁部３２ａと衿側外縁部３２ｂとの間の突き合わせ縁部３２ｃとから構成
されている（図９および図１２を参照）。
【００７８】
つまり、この差込片２８の外縁３２は、桟瓦１０の頭側の切り込みＸの範囲内に存在し、
切り込みＸの範囲外に存在しないことを意味する。
【００７９】
図示した外縁３２は、頭側外縁部３２ａ、衿側外縁部３２ｂおよび突き合わせ縁部３２ｃ
によって形成され、頭側外縁部３２ａと衿側外縁部３２ｂとの間の突き合わせ縁部３２ｃ
は直線を描いているが、もとより直線に制限する趣旨ではなく、後述する被覆片３４の内
縁３８のとほぼ対称であって、切り込みＸの範囲内であれば円弧、波形あるいは不定形を
描くことは自由である。
【００８０】
他方、略方形の切り込みＹに肉薄の被覆片４０が桟瓦本体３０の表面寄りに設けられてい
る（図１０および図１３を参照）。
この被覆片４０の肉厚は差込片２８と同様に一般的には桟瓦本体３０の肉厚の２分の１程
度が適当であり、被覆片４０の表面は桟瓦本体３０の表面と同一面を形成している。
【００８１】
したがって、後述するように被覆片４０の下方に差込片２８が差込まれることにより、両
者の肉厚は、桟瓦本体３０の肉厚と等しくなり、両者２８、４０の裏面と表面は、それぞ
れ桟瓦本体３０の表裏と同一面を形成するため、違和感を生ずることがない。
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【００８２】
そして、被覆片４０の外縁４２は尻側の切り込みＹ内において桟縁寄りの尻縁を延長させ
た尻側外縁部４２ａと、尻縁寄りの桟縁を延長させた桟側外縁部４２ｂと、前記した尻側
外縁部４２ａと桟側外縁部４２ｂとの間の突き合わせ縁部４２ｃとから構成されている。
【００８３】
つまり、この被覆片４０の外縁４２は、尻側の切り込みＹの範囲内に存在し、切り込みＹ
の範囲外に存在しないことを意味する。
【００８４】
図示した被覆片４０の外縁４２は、尻側外縁部４２ａおよび桟側外縁部４２ｂおよび突き
合わせ縁部４２ｃによって形成され、突き合わせ縁部４２ｃが直線を描いているが、もと
より直線に制限する趣旨ではなく、切り込みＹの範囲内であれば円弧、波形あるいは不定
形を描くことは自由である。
【００８５】
差込片２８と桟瓦本体３０の境界を形成する内縁４４は被覆片４０の外縁４２にほぼ対応
して設けられている。
前記した内縁４４は、被覆片４０の外縁４２を構成する尻側外縁部４２ａ、桟側外縁部４
２ｂおよび突き合わせ縁部４２ｃにほぼ対応した横内縁部４４ａ、縦内縁部４４ｂ、被突
き合わせ内縁部４４ｃから構成されている（図１２を参照）。
【００８６】
そして、被覆片４０と桟瓦本体３０の境界を形成する内縁４６は差込片２８の外縁３２に
ほぼ対応して設けられている。
【００８７】
したがって、被覆片４０の内縁４６は差込片２８の外縁３２を構成する頭側外縁部３２ａ
、衿側外縁部３２ａおよび突き合わせ外縁部３２ｃにほぼ対応した横内縁部４６ａ、縦内
縁部４６ｂおよび被突き合わせ内縁部４６ｃから構成されている（図１３を参照）。
【００８８】
これらの内縁４４、４６の被突き合わせ内縁部４４ｃ、４６ｃは、被覆片４０の下方に差
込片２８を差し込んだときに、被覆片４０の被突き合わせ内縁部４４ｃに差込片２８の突
き合わせ外縁部３２ｃが当接することやまた差込片２８の被突き合わせ内縁部４６ｃに被
覆片４０の突き合わせ外縁部４２ｃが当接することあるいは、これらの突き合わせ外縁部
３２ｃ、４２ｃが差込片２８、被覆片４０に位置する条件を満たせば、その形状は問わな
い。
【００８９】
差込片２８の外縁３２を構成する頭側外縁部３２ａおよび衿側外縁部３２ｂを得るため、
頭側の切り込みＸ内において衿縁寄りの頭縁を、また頭縁寄りの衿縁をそれぞれ延長させ
ている理由は次のとおりである。
【００９０】
差込片２８の内縁４４と被覆片４０の外縁４２が当接されるものの、依然として両縁４４
、４２間に間隙が生ずることは否定できない。
したがって、雨水はこの間隙を通じて差込片２８の表面に浸入することも否定できない。
【００９１】
この場合、差込片２８は、被覆片４０の下方に位置することにより、浸入する雨水の受け
皿の役割も果たすことになるから、本来的にはその面積は広いことが所望されるものの、
頭側の切り込みＸ全体を占めるような大きさにすれば（方形状にする例）、先願について
説明したとおり、桟瓦１０の生産工程上において差込片２８が損傷を受けるなどのおそれ
がある。
【００９２】
他方、頭側外縁部３２ａと衿側外縁部３２ｂを省略した場合、差込片２８の外縁３２が頭
縁と衿縁を直接結んだものであって、つまり差込片２８が略三角形を呈することになるが
、このようにすれば、衿縁寄りの頭縁と桟縁寄りの尻縁には雨水の受け皿となる差込片２
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８の一部が存在しないことになり、とくに衿縁に向けて浸入してくる雨水に対する受皿と
なる部分がないため、野地材Ｎに達するおそれがある。
【００９３】
次に桟瓦１０の組み合わせについて説明すると、一般的に多数の桟瓦１０群によって構成
されるものの、その基本は以下に説明するように４枚の桟瓦１０により、従来例と基本的
に同じ手段によって行われる。
【００９４】
そこで、少なくとも４枚の桟瓦１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１０ｄを用意し、図１１、図１
４および図１５を参照して明らかなように、第１の桟瓦１０ａの衿側上に第２の桟瓦１０
ｂの桟側を重ねることにより、桟と衿とに重ね部４８が形成される。
【００９５】
この発明は、前記した桟と衿とによる重ね部４８（弯曲された桟の裏面と衿の表面による
重合による組合わせ）の面積を減少させることは桟瓦１０の形態から困難性が高いため、
桟瓦１０の有効活用面積の増加を図ろうとするものではなく、頭と尻とによる重ね部５０
の面積を減少させることにより、桟瓦１０の有効活用面積の増加を図ろうとするものであ
るから、この重ね部４８の幅は、従来例の桟瓦Ｗの重ね部Ｓｍの幅と同じである。
なお、この発明は、桟と衿とによる重ね部４８の活用面積を広くしようとするものではな
く、桟と衿とによる重ね部４８の活用については従来例と比較して変化しないことを念の
ため明らかにする。
【００９６】
そして、第１の桟瓦１０ａの尻側に第３の桟瓦１０ｃの頭側が重ねられるとともに、第２
の桟瓦１０ｂの被覆片４０の下方に第３の桟瓦１０ｃの差込片２８が差し込まれ、第２の
桟瓦１０ｂの尻側に第４の桟瓦１０ｄの頭側が重ねられ、第３の桟瓦１０ｃの衿側に第４
の桟瓦１０ｄの桟側を重ねる。
【００９７】
よって、第１の桟瓦１０ａと第３の桟瓦１０ｃの頭と尻による重なりにより、重ね部５０
が形成される。
そして、この重ね部５０の長さは、差込片２８あるいは被覆片４０の長さ方向の長さにほ
ぼ相当している。
【００９８】
ところで、従来例の桟瓦Ｗにおいては、第３の桟瓦Ｗｃの頭が第２の桟瓦Ｗｂの尻側の切
り込みＹｂより頭側に臨み、第３の桟瓦Ｗｃの頭側の切り込みＸｃと第２の桟瓦Ｗｂの尻
側の切り込みＹｂが嵌合され、第１の桟瓦Ｗａの尻側と第３の桟瓦Ｗｃの頭側により重ね
部Ｓｎが形成され、この重ね部Ｓｎの長さは、切り込みＸｃの縦辺Ｘｖと切り込みＹｂの
縦辺Ｙｖを加算した長さに相当する。
【００９９】
これに対して、この発明の実施の形態における桟瓦１０の差込片２８および被覆片４０の
長さおよび幅をそれぞれ従来例の桟瓦Ｗの切込みＸ、Ｙの縦辺Ｘｖ、Ｙｖと同じ寸法にす
れば、頭と尻とによる重ね部５０の長さが従来例の桟瓦Ｗと比較して半減することは明ら
かであり、結局、頭と尻とによる重なり部５０の面積が２分の１に減少することになる。
【０１００】
また、第２の桟瓦１０ｂの尻側と第４の桟瓦Ｗｄの頭側により、別の重ね部５０が形成さ
れるが、この重ね部５０の長さもまた前記した第１の桟瓦１０ａと第３の桟瓦１０ｃによ
って構成される重ね部５０の長さに等しく形成される。
【０１０１】
因みに、この発明の実施の形態による桟瓦Ｗと従来品の桟瓦の形状寸法、そして単位面積
（３．３平方メートル）当たりの葺き数を対比すると「表２」に示すとおりである。
【０１０２】
【表２】
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【０１０３】
「表２」を参照すると明らかなとおり、一般的に広く採用される桟瓦としてたとえば、寸
法区分により５３Ａ版と称される従来の瓦の場合では、単位面積当たり５３枚を必要とし
たものが、この発明の実施の形態の桟瓦の場合では、４６枚で足り、１３％以上その必要
枚数を減ずることができたことが示されている。
さらに、桟瓦の大きさが小さい形態になるにしたがって、一層単位面積当たりの桟瓦の必
要枚数を従来例と比較して減少することも明らかになったことを示している。
【０１０４】
また、前記したように４枚の桟瓦１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１０ｄが組み合わせられるこ
とにより、第３の桟瓦１０ｃの差込片２８と第２の桟瓦１０ｂの被覆片４０との間に浸入
経路５２が階段状に形成される（図１４を参照）。
【０１０５】
そして、この浸入経路５２は、第２および第３の桟瓦１０ｂ、１０ｃの表面から第３の桟
瓦１０ｃの差込片２８の表面に向かう第１の垂直経路５４、第１の垂直経路５４から引き
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続いて軒側に向かうとともに垂直経路５２に対してほぼ直角方向に設けられた水平経路５
６、水平経路５６に引続きしかも直角方向であって第１の桟瓦１０ａに向かう第２の垂直
経路５８から構成される（図１４を参照）。
【０１０６】
したがって、強風などに伴って第１の垂直経路５４に浸入した雨水は、水平経路５６およ
び第２の垂直経路５８へ誘導され、雨水が第１の桟瓦１０ａ側に達するまでにその勢いが
著しく減じられるので、雨水が逆流して野地材Ｎ側へ浸入させないように配慮されている
。
【０１０７】
さらに、差込片２８には衿側外縁部３２ｂが設けられ、被覆片４０には桟側外縁部４２ａ
が設けられているので、差込片２８を被覆片４０の下方に差し込むことにより、切り込み
Ｘ、Ｙ内には雨水を受ける二層の受皿となる部分が形成される。
【０１０８】
したがって、これらの切り込みＸ、Ｙに浸入した雨水は、まず被覆片４０によって第１の
桟瓦１０ａの谷側に確実に誘導され、仮に被覆片４０の外縁４２側から被覆片４０の下方
へ雨水が浸入しても、被覆片４０下方には差込片２８が存在し、かつ衿側外縁部３２ｂが
設けられているので、切り込みＸ、Ｙを越えて衿側に浸入することがなく、第１の桟瓦１
０ａの谷側に確実に誘導されるので、野地材Ｎ側を損傷させることがない。
【０１０９】
このことは、従来の桟瓦Ｗにおいて第２の桟瓦Ｗｂの切り込みＹｂの縦辺Ｙｖと第３の桟
瓦Ｗｃの頭側の衿縁との当接部分に達する雨水が縦辺Ｙｂと衿縁の当接部分に入り込み、
第１の桟瓦Ｗａの衿縁を通じて野地材Ｎに至り、野地材Ｎ側を損傷させるという問題を解
消したことにほかならない。
【０１１０】
なお、この発明に係る桟瓦１０を粘土により製造する場合、前記した課題の解決のほかに
、次の製造工程上の有利性をも有するのでこの点について言及する。
【０１１１】
粘土瓦の製造は、乾燥後の瓦素地を焼成する際に、尻を底面としていわゆる焼成台車の棚
上に起立させて行われることが一般的に知られている。
この場合、桟瓦は谷と桟との構成から断面略円弧状に形成され、一般的に尻側には尻剣が
設けられていることと相待って起立させることが可能ではあった。
【０１１２】
しかし、起立させることが可能であるとしても、尻側の切込みによる空所が形成されてい
る。
したがって、切り込みを備えた桟瓦の尻側を底面として焼成台車の棚上に起立させること
は依然として不安定性が残存するものの、解消されないまま焼成台車を利用して焼成され
ているのが実情である。
このため、焼成台車の走行中の揺動などにより桟瓦が転倒するおそれがあり、生産技術上
の問題であった。
【０１１３】
これに対してこの発明は、前記の問題点の解決を行うことができるようにするため、先に
説明したように、桟瓦１０の尻側の切り込みＹに被覆片４０が設けられており、この被覆
片４０の外縁４２の一部である尻側外縁部４２ａは尻縁を桟縁に向けて延長されることに
より形成されているから、従来の桟瓦の切込みによる空所が低減する。
【０１１４】
したがって、従来例では、空所が存在することにより、尻側を底面として起立させる場合
、尻の面積が桟瓦の幅方向の断面に比較して少なくなり、不安定要素を構成したが、被覆
片４０が設けられることにより、空所をほぼ埋めることになるため、起立面となる尻の面
積が増加し、不安定要素を低減するので、従来発生するおそれがあった転倒の問題を解消
する利点も有する。
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【図面の簡単な説明】
【図１】発明の実施の形態その１の概略を示す桟瓦の頭側の差込片と尻側の被覆片の要部
拡大平面図である。
【図２】その２の同要部拡大平面図である。
【図３】その３の同要部拡大平面図である。
【図４】その４の同要部拡大平面図である。
【図５】その５の同要部拡大平面図である。
【図６】その６の同要部拡大平面図である。
【図７】その７の同要部拡大平面図である。
【図８】その８の同要部拡大平面図である。
【図９】実施例に係る桟瓦の表面斜視図である。
【図１０】図９の裏面斜視図である。
【図１１】４枚の桟瓦による瓦屋根の組み合わせ構造を示す平面図である。
【図１２】図９の差込片付近の要部拡大平面図である。
【図１３】図１０の被覆片付近の要部拡大平面図である。
【図１４】図１１における矢印Ｐ－Ｐ線の縦断面図である。
【図１５】図１５は図１１における矢印Ｑ－Ｑ線の縦断面図である。
【図１６】表２における実施の形態の桟瓦の各寸法を示す参考図である。
【図１７】表２における従来品の桟瓦の各寸法を示す参考図である。
【図１８】従来例の桟瓦の表面斜視図である。
【図１９】従来例の桟瓦４枚による瓦屋根の組み合わせ構造を示す平面図である。
【図２０】図１９における矢印Ｖ－Ｖ線の縦断面図である。
【符号の説明】
２８　　差込片
３０　　桟瓦本体
３２　　差込片の外縁
３２ａ　差込片の頭側外縁部
３２ｂ　差込片の衿側外縁部
３２ｃ　差込片の突き合わせ縁部
３２ｄ　差込片の頭縁部
４０　　被覆片
４２　　被覆片の外縁
４２ａ　被覆片の尻側外縁部
４２ｂ　被覆片の桟側外縁部
４２ｃ　被覆片の突き合わせ縁部
４２ｄ　被覆片の桟縁部
４４　　差込片と桟瓦本体の境界を形成する内縁
４６　　被覆片と桟瓦本体の境界を形成する内縁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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